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長い冬も終わり、蔵王の麓では、雪も溶け始めました。雪溶けした土からは、可憐な花が顔を出し、樹々の枝に付いた固い蕾もほころびようとしています。

皆さん、いかがお過ごしでしょうか。これから蔵王山麓の一番良い季節になりますので、ご家族、友人をお誘いして、遊びに来てください。心からお待ちしております。

✾植林祭のご案内✾
日時　　　２０１１年６月１２日（第２日曜日）

場所　　　蔵王のブナと水を守る会作業小屋周辺

集合　　　９時３０分　　　白石市役所駐車場（場所のわからない方）

　　　　　１０時　　　　　作業小屋（丸太小屋）（自力で来られる方）

日程　　　１０時　　　　　受付け

　　　　　１０時１５分　　植林祭開会式

　　　　　１０時３０分　　植林作業

　　　　　１１時３０分　　ウッドゲーム（樹の名前当てクイズ）

　　　　　１２時４０分　　昼食

　　　　　１３時１０分　　クイズ正解発表

　　　　　１３時３０分　　閉会式・表彰（正解者には賞品あり）

参加費　　　大人　　５００円（保険料込み）　　小学生以下　　１００円（保険料）

申込み　　　車の準備及び保険に加入しますので、申込み時には、氏名・年齢・住所・電話番号・
集合場所・交通手段を明記お願いします。　申込締切　　　６月５日（日）厳守

持ち物　　　昼食・飲み物・雨具・軍手・長靴・ペン・スコップ又は唐ぐわ（お持ちの方）

申込先　　　特定非営利活動法人　蔵王のブナと水を守る会　事務局

ＦAX　　　　0224-25-3820（聞き違いを防ぐためFAXで )

     　　　　　 　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:　　http:/www.zao.org　(参加申込書)

　　　　　　　　　　　E-mail　　　mail@zao.org
　　　　　　　　　　東日本大震災から２ヶ月が過ぎて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　白内 恵美子

　３月１１日の大震災後も、何事もなかったように季節はめぐり、蔵王は今、春たけなわです。
賛助会員の皆様の中にも被災された方がいらっしゃるのではないでしょうか。被災された方々に心からお見舞い申し上げます。
震災から２ヶ月が過ぎましたが、まだ避難所で生活されている方も多数いらっしゃいます。一日も早く平穏な日々を取り戻すことができますようお祈りいたします。
今回の大震災は、M9.0という最大規模の地震に加え、誰も想定していなかった大津波の圧倒的な破壊力による被害が甚大でした。何度か被災地へ入りましたが、延々と果てしなく続く瓦礫の山に呆然とし、今まで暮らしを営んでいた場所を一瞬にして奪い去った自然への畏怖を感じました。
被災した方の心の傷が癒えるには長い年月がかかることでしょう。国を挙げての早急な救済措置と、全国に支援の輪が広がることを願っております。
現在、当会が被災地に対してできる支援を考えているところです。防潮林の再生に私たちの植林の技術が生かせるかもしれません。調査、研究に努め被災地を支援したいと思います。
ご心配いただきましたが、当会の作業小屋（丸太小屋）は無事でした。物置の屋根が傷んだだけで済みましたが、会員の中には被災した人もおります。また、大津波により多数の尊い命が犠牲となったことから、今年開催予定の２５周年記念行事は来年に延期させていただきました。来年の春に再度ご案内いたしますので、是非ご出席ください。
今回の震災では、津波の被害をまぬがれた地域でも、大きな余震が立て続けに襲い生きた心地がしませんでした。また、地震直後から電気、水道、ガス、電話などライフラインが寸断され、ガソリンや食糧も全く手に入らない状況が続きました。
『水や電気はあって当たり前、好きなだけ使える』という生活から一転して、不便な生活を余儀なくされました。３月とはいえ雪が降るような寒い日が続きましたが、暖房なしで過ごした人も多かったようです。我が家では暖房や調理に活躍したのが昔ながらの石油ストーブでした。ストーブでご飯を炊き煮物を作りお湯を沸かす、調理に時間はかかったけれど無駄なく使うよう知恵を働かせることができました。また、夕方になれば家族が集まりロウソクに火を灯す、テレビのない生活はゆっくり語り合う時間が多くなりました。給水所に長時間並んで得た水は、有難みを感じながらそれはそれは大切に使いました。やっと電気が通り明かりが点いた時は、思わず歓声を上げた方も多かったのではないでしょうか。隣近所で声を掛け合ったり、物々交換などして互いに譲り合ったり、忘れかけていた人と人とのつながりが復活した地域も多数あります。
今回の大地震・大津波・福島第一原発事故は、想像を超える甚大な被害をもたらしたと同時に、これまでの便利な生活を問い直すきっかけを与えてくれました。今まで築き上げてきた社会の在り方を一から見直すべき時ではないでしょうか。未来へ希望をつないでいくために、私たちにできることを実行していきたいと思います。皆様のご協力をよろしくお願い致します。
・・・犠牲になられた多くの方々のご冥福と一日も早い復興を祈りながら・・・
２５年目の植林活動とその想い
仲村　得喜秀

南蔵王の不忘地区に移り住んだ私の家の前を、ブナ材を積んだトラックが下っていきました。今から３０年前の話です。
戦前まで東北地方の山々には、ブナの原生林が原始の姿のまま残されていました。なぜ残っていたのでしょうか。戦前までの日本には、ブルドーザーもチェンソーも無かったのです。奥山まで林道を作ろうにも、人力では限界があったのでしょう。更に文化の発展が遅れていた東北地方だからこそ、ブナの原生林が原始のままで残ったといえるでしょう。
豊臣秀吉が作った大阪城には、屋久島の屋久杉が使われていたと言われています。文化の進んだ日本の西国地方の森は、京都や江戸の大量需要に 応えなければならず、古くから伐採され続けていたのです。
それに較べると東北地方は雪国です。更にブナは腐りやすい木という事で、利用価値はあまりなかったようです。橅と書いてブナと読みます。古い時代には奥山のブナ原生林は、人が入る山ではなかったのです。ここに入った人というのは、木地師、金を捜し歩いた山師、修行僧としての山伏などです。つまり一般の人々にとっては鬼の住む世界だったのです。東北地方のブナ原生林の伐採が本格的に行なわれるようになったのは、昭和３０年代からです。ブルドーザーを使っての林道工事、チェンソーを使っての伐採。大量のブナ原生林が伐採され続けました。
当時の林野庁の収支は大幅な黒字で、その黒字分は一般財源への肩入という形で、日本の国家予算の財源となっていました。何の投資もせず、元々あった原生林を採るだけなので、黒字になるのは当然です。そんな中で南蔵王のブナ平のブナ原生林も消えていきました。当時のブナ平を知る人はまだいくらか残っていると思います。私に話してくれた人は、その伐採現場を見たという人でした。倒されたブナの木口が人の背丈よりもあったと言っていました。当時の人の身長を１６０㎝ぐらいとしても、直径がそれぐらいあった木がたくさんあったという事です。

今現在こんなブナの森が日本、いや世界中を捜してもどこにあるでしょうか。白神山地が世界遺産になって注目されていますが、蔵王のブナ平や栗駒の希大ヶ原には、もっともっと巨大なブナの森があったのです。
私は、ブナの原生林にドイツ人を案内した事があります。その人は環境保護団体の人でしたが、ヨーロッパではこんな森は見られないと言って、こんな森が残っているのは奇跡だとさえ言って感激していました。
ブナ原生林の伐採が戦後の日本の復興に大きく貢献した事は否定しませんが、取り返しのつかないものを失った事も確かです。

当会が設立された１９８６年当時、ブナという言葉がやっと社会的に認識され始めたという頃です。ブナの森の貴重さを訴えた先人は、その著書で私達に様々な事を教えてくれました。しかし、社会はそういう人達についていく事はありませんでした。私は今６０歳。私の世代になってようやく社会が少しは理解を示してきたというところだと思います。
宮城県でブナが見られるのは、標高４００～５００ｍ以上の地です。標高７００ｍ以上になると圧倒的にブナが有占する森になります。しかし、この森は戦後の国の方針によって、そのほとんどが伐採されてしまいました。私達が活動のベースとしている南蔵王もブナ林のほとんどが失われた所です。当会は設立時の目標の1つとして、ブナをはじめとする落葉広葉樹の森の復元を掲げています。そしてその課題に取り組んでみてわかった事は、ブナの森の復元がいかにむずかしいかという事でした。ブナの苗木を植えた事のある人はわかると思いますが、他の樹種と較べて、ブナの伸びは極端に悪いのです。当会はその問題をパイオニァプラント（先駆植物）と一緒に植える事で何とかなるだろうと考えてきました。そして、それはある程度の成果となり、考え方としてはまちがっていないという事を実感できるようになってきました。当会の設立から２５年たちますが、やっとこの森作りに自信を持てるようになったところです。すぐに結果を求める人間社会のものさしでは測れない時間がかかります。３０年前私の家の前を通ったトラックの荷台のブナ材のあった場所は、カラマツの植林地となったようですが、今は半分以上が笹しか生えていない場所になっています。元のブナの森に復元するのはいつに事になるのでしょうか。
木を植える事は誰にでもできます。それで満足している人は多いと思います。本当はそこの自然を良く知るという事が最も大事な事なのです。そうでなくては本当の意味で自然の味方にはなれないのです。
自然は知れば知る程循環する科学だと思います。逆に人間社会は循環しない科学を作り出す感情の世界だと思います。私達は２５年間森作りを、植林活動を続けてきました。これからも自然を想い、植林活動を続けていきます。

　３月１１日、巨大地震が発生し、信じられないくらいの被害をもたらしました。亡くなられた方のご冥福を心からお祈り致します。

　今回は地震そのものよりも、巨大津波と、原発事故による被害が圧倒的に大きいものでした。特に考えさせられたのは、原発の問題です。自然界に生きている植物や動物というのは、全て有機物と呼ばれる再生可能な物質でできています。尚かつ放射能など核物質のような、長期にわたる、有害性のある物質は含んでいません。

　私個人も含め原子力発電については、何となく容認してきた部分はあったと思います。今回私は、自然のあり方と原発の問題を比較してみて、これは自然界からの警告ではないかと受け止めています。

　あまりにも便利な生活の中で、自然的な考え方が日々失われていく中で、今回の事故は起こりました。原発が核爆発を起こすと、世界中の原発が反応し、核の冬が来るともいわれています。もちろん地球上に生き残れる生物はいません。人が都会に集中し、便利な生活が続いていく中で、私達の心はいつしか自然というものを失いかけています。

　人類がこれからも生き続けるために、何が必要で、何が必要でないのかを、それぞれが考えてみるいい機会だと思います。





















































ナショナルトラスト基金報告


　　　皆様には、ナショナルトラスト基金をお寄せいただき誠にありがと


　　うございました。


２０１０年１月～１２月末までの累計は、以下の通りです。


森作りのため今後ともご支援をよろしくお願いいたします。





２０１０年度件数　　　　　　　63件　(2010年1月～12月末)


２０１０年度金額　　　  405，353円　(2010年1月～12月末)











